
※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。
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2. 老朽化の状況

全体総括

　令和４年度は、「地方独立行政法人山形県・酒田市病院機構第
４期中期計画」の３年目に当たり、中期計画において取り組んで
いくこととされていた事業計画及び財務計画の目標を着実に実施
することができ、法人全体として地独移行後15年連続での黒字を
達成しました。
　日本海総合病院、酒田リハビリテーション病院及び診療所にお
いては、今後さらに、連携と機能分化を図りながら、それぞれの
医療機関としての役割を遂行してまいります。
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48.8 平均値 28.1 29.2 29.0 29.223,704 平均値 48.3 47.7 51.8 49.682,275 平均値平均値 68,751 70,630 75,766 79,610
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R02 R03R01 R02 R03 R04 H30 R01

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

　①及び②は、中期計画の目標値「100％以上」を維持していま
す。
　③は、入院、外来収益がそれぞれ増加したため、比率は増加し
ました。
　④は、新型コロナの流行以前の水準までには回復しておらず、
加えて地域の人口減少も関連していると思われます。
　⑤及び⑥は、新たな施設基準等の取得により増加しましたが、
類似病院の平均を下回っている状況が続いています。
　⑦は、給与費が増加しましたが、医業収益がそれ以上に増加し
たため、比率は低下しました。
　⑧は、材料費が増加しましたが、医業収益がそれ以上に増加し
たため、比率は低下しました。
　⑨は、黒字を達成したため累積欠損金は発生しませんでした。

2. 老朽化の状況について

H30 R01 R02 R03 R04 H30 R03 R04 　①は、建物の増築工事完了から10年以上が経過し、類似病院の
平均に近づいてきました。
　②器械備品減価償却率は、直近でも医療機器の整備は行ってい
るものの、過去に大規模な費用を要して整備した医療機器の償却
が進んだため比率が増加し、類似病院の平均に近づいてきまし
た。
　③は、引き続き類似病院の平均に比べて低い水準です。

R04 H30 R01 R02

27.3 29.2 28.4 28.8 28.138.6 当該値

平均値 80.2 79.8 70.6 71.4 72.2平均値 91.9 91.6 86.5 88.6 88.6平均値 94.1 93.7 88.7 90.6 90.6平均値 100.0 99.2 102.9 106.1 102.9

当該値 80.8 81.1 73.7 76.8 76.8当該値 100.8 100.3 97.5 96.5 98.3103.3 100.5 99.0 100.9当該値 104.2 103.0 107.0 105.7 108.2

Ⅰ 地域において担っている役割
　日本海総合病院は庄内二次医療圏の中核的な医療機関として、
ハイブリッド手術室の活用、ロボット支援手術や放射線治療の充
実等、急性期医療及び高度専門医療を提供する役割を担っていま
す。
　また、平成30年度から酒田市より移管統合された日本海八幡ク
リニック等６つの診療所の効率的かつ効果的な業務運営を担って
います。
　さらには、地域の医療機関等との連携を一層推進するため、地
域医療連携推進法人「日本海ヘルスケアネット」への参画等を通
して、積極的に地域医療構想の実現と地域包括ケアシステムの構
築に資する役割を担っています。H30 R01 R02 R03 R04 H30 R01 R02 R04 H30 R01 R02 R03 R04R03 R04 H30 R01 R02 R03

当該値 103.9
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公立病院改革に係る主な取組（直近の実施時期）

1. 経営の健全性・効率性
機能分化・連携強化

地方独立行政法人化 指定管理者制度導入
（従来の再編・ネットワーク化を含む）

- 55,912 非該当 非該当 ７：１ 592

令和4年度全国平均

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 不採算地区中核病院 看護配置 最大使用病床（一般） 最大使用病床（療養） 最大使用病床（一般＋療養）

直営 27 対象 透 I 未 訓 ガ 救 臨 が 感 へ 災 地 - 4 630 【】

当該病院値（当該値）

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症） 許可病床（合計） － 類似病院平均値（平均値）

地方独立行政法人 病院事業 一般病院 500床以上 非設置 626 - - ■

経営比較分析表（令和4年度決算）
山形県地方独立行政法人山形県・酒田市病院機構　日本海総合病院（法人内診療所含む）

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核） グラフ凡例
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①有形固定資産減価償却率(％)
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②器械備品減価償却率(％)
【70.7】
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⑧材料費対医業収益比率(％)
【25.1】
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⑦職員給与費対医業収益比率(％)
【55.6】
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⑨累積欠損金比率(％)
【63.0】


